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《短　報》

18F－2』uoro－2－deoxy－D－glucoseによる癌診断の基礎的研究

一
シングルフォトンガンマーカメラによる家兎VX2腫瘍のイメージングー
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Lはじめに
　われわれは，ポジトロン放出核種標識化合物で

ある18F－2・・fiuoro－2－deoxy－D－glucose（18FDG）とポ

ジトロン断層装置による癌診断に関する基礎的臨

床的研究をすすめてきた．その結果，18FDGによ

る癌診断法は，従来の腫瘍核医学診断にない優れ

た特徴をもつことがわかった．すなわち，1）正

常肝，膵への集積が少ないので，肝癌，膵癌を陽

性像として検出できる1“3）．2）18FDG投与1～2

時間で検査が終了する2・3）．3）炎症と腫瘍の鑑別

が可能である4）．4）腫瘍への集積機序が明らかで

ある5）．

　このように優れた癌診断剤である18FDGを広く

一般臨床の場で用いることは，癌の診断と治療の

うえで重要なことと考えられる．しかし，18FDG

による癌診断法には次の問題がある．それは，サ

イクロトロン，RI製造，ポジトロンCT等の施

設，装置およびこれらに習熟した専門家を必要と

することである．このため日常臨床の場で検査を

行うことはきわめて困難である．また，癌の存在

診断という点からみれば，1から数断層面を撮影
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する現在のポジトロン断層装置では不十分であり，

癌のひろがりの全てを把握することは困難である．

　これを解決する手段として，サイクロトロンと

RI製造のセンター化を行い，18FDGを周辺の病

院に供給し，そこでシングルフォトンガンマーカ

メラによる全身の腫瘍イメージを得るという方向

性が考えられる．この方向性を確認するために次

の実験を行った．ウサギ実験腫瘍を用いて18FDG

による全身像をシングルフォトンガンマーカメラ

で撮像した．また67Gaクエン酸によるイメージ

ングを行って18FDGとの比較を行った．

IL　材料と方法

　18FDGは，東北大学サイクロトロンラジオア

イソトープセンターで井戸6）らの方法により合成

した．1mCiの18FDGを本研究所に輸送した．

全輸送時間は約20分であった．

　実験動物は，ウサギ乳頭腫由来VX2をウサギ

の左大腿筋肉内に移植したものを用いた．18FDG

を0．8　mCi，67Gaクエン酸を0．5　mCiそれぞれ担

癌ウサギに投与した．

　イメージングはOhio　Nuclear社製ガンマーカ

メラPHO／GAMMA　HP（18F；510　KeV，67Ga；180

KeV，ウィンドー幅25％）にピンホールコリメー

ターを装着して行った．

　18FDG投与直後からデータ採取を開始し，1

分間隔で連続イメージを撮影し，投与60分後に

終了した．肝臓，腎臓と腫瘍に関心領域を設定し，

時間放射能曲線を得た．
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Fig．1　Single　photon　scintigrams　of　18F－FDG：VX2・

　　　bearing　rabbit．T：Tumor，　L：Liver，　K：Kidney．
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Time－activity　curve　of　18FDG　in　VX2・bearing

rabbit．

67Gaクエン酸投与2，6，28，48，72時間後にイ

メージングを行い肝臓と腫瘍での摂取を検討した．

m．結　　果

Fig．2

　VX2腫瘍を移植したウサギの18FDGによるイ

メージがFig．1である．18FDG投与，4，13，34，

60分後のイメージである．時間が経つにしたが

い良好な腫瘍イメージが得られた．初期のイメー

ジは肝と腎に高い放射能をみるが，投与60分後

には肝と腎の放射能が少なくなっていた．また

18FDGは尿に排出されるので膀胱に高い放射能

がみられた．

　肝臓，腎臓，腫瘍に関心領域を設定して得た時

間放射能曲線をFig．　2に示す．肝臓と腎臓では時

間とともに放射能の減少がみられた．腫瘍対肝臓

比，腫瘍対腎臓比は18FDG投与60分後で，そ
れぞれ5．0，6．0であった．

　VX2腫瘍を移植したウサギの67Gaクエン酸に

よるイメージがFig．3である．67Gaクエン酸投

与2，6，28，48時間後のイメージである．腫瘍と

肝臓に関心領域を設定して得た腫瘍対肝臓比は，

時間にかかわらず約1であった．
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Fig．3　Scintigram　of　67Ga－citrate　in　VX2・bearing

　　　rabbit．　T：Tumor，　L：Liver，　K：Kidney，

W．考　　案

　シングルフォトンガンマーカメラを用いた今回

の実験からも，18FDGは67Gaクエン酸と比べ

腫瘍診断剤として優れていることがわかった．っ

まり，18FDG投与1時間で良好な腫瘍イメージ

と十分な腫瘍対肝臓比が得られた．18FDGは，

頭頸部腫瘍・肺癌・乳癌・肝癌・膵癌・悪性リン

パ腫，リンパ節転移等の診断に有効であると考え

られる．このために，臨床的に癌診断剤として，

18FDGは67Gaクエン酸にとってかわる可能性が

あると考える．

　シングルフォトンガンマーカメラを用いる利点

は，ポジトロン断層装置と比べ，癌の広がりを平

面的に診断できることにある．身体の広い範囲を

カバーすることができるポジトロン断層装置があ

るならば理想的であるが，このためには，まだ技

術的検討の余地が残されている．逆に欠点として
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は，定量性に欠けること，脳・心筋近傍などでの

腫瘍検出能が劣ることなどがあげられる．

　ポジトロン放出核種18Fは511　KeVにエネル

ギーピークを持つ．しかし，近年のガンマーカメ

ラでは低エネルギー用に設計されているために，

ポジトロン放出核種では，感度・分解能とも低下

する．このためポジトロン放出核種に対応できる

ガンマーカメラが必要である．

　また18FDGを一般施設に供給するためには専

用の施設が必要である．米国のMassachusett

General　Hospitalでは，　New　Yorkのブルックヘ

ブン研究所で合成された18FDGが空輸で供給さ

れている7）．日本でも，各地方ごとにセンターを

作り，そこから18FDGを各施設に輸送する体制

が作られるならば，広く18FDGの利用が可能と

なる．

　優れた癌診断剤である18FDGを広く臨床の場

に普及するための方策にっいて検討した．
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Summary

Experimental　Study　for　Tumor　Detection　Using　i8F－2一血uom－deoxy－D－glucose：

　　　Imaging　of　Rabbit　VX2－tumor　with　Single　Photon　Gamma　Camera
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　The　purpose　of　this　study　was　to　make　a　com・

parison　with　the　tumor　image　of　18F－2－fluoro－2－

deoxy－D－glucose（18FDG）and　that　of　67Ga－citrate

with　single　photon　gamma　camera．　In　VX2－bearing

rabbit，　the　tumor　image　of　18FDG　was　better　than

that　of　67Ga－citrate　about　tumor　uptake　and

tumor－to－1iver　ratio．　We　think　67Ga－citrate　will　be

replaced　by　18FDG　in　future　as　tumor　detecting

agent．　The　problem　of　using　18FDG　is　discussed．

　Key　words　：18F・2－fluoro－2－deoxy－D－glucose，

67Ga－citrate，　VX2　tumor，　Tumor　imaging．
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